	基本操作－２６
	タンクのタップサンプリング（液体）
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	ポイント

	
	・サンプルは指定された容器に採取し、又容器は清浄であること。                                                                                 

（6）ポンプのストローク容量で配管の線払量及びポンプ操作回数を確認しておく。
（7）静電気対策が必要な油においては金属製の端切り容器、試料容器はボンディングを行うこと。                                                                                   

（7）サンプルラインは金属管のこと。止むを得ずビニールホースを使用する場合はゆっくり流し、ビニールホース先端を水又は液に浸す。
（8）試料は油種により必要なものには内蓋を取付けること。

（12）操作終了後は、圧抜                                                                                   きの為、リターンバルブを開放しておくこと。
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いいえ





リターンバルブ以外の全てのバルブが閉まっていることを確認する








他のサンプルは終了したか
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サンプル採取の入口バ ルブを閉める








試料容器をサンプルノズルにセットしバルブをゆっくり開け容器の８０％まで採取する





端切り容器をサンプルノズルにセットし端切りを行う








サンプル採取の入口バルブを開ける





終 了





サンプルノズルにキャップをする（基―５）





サンプル入口バルブが全て閉められていることを確認する





試料にサンプル名、日時を明確に表示する





サンプリングポンプを　操作し線払いを行う





サンプルノズルのキャップを外す（基―６）
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リターンバルブが開いていることを確認する





(5)





開 始


往復動ポンプのストップ


（モーター駆動）�
�






隙間ノズル





下部ノズル





サンプル入り口バルブ





中下部ノズル





中部ノズル





中上部ノズル





上部ノズル





リターン


ノズル





サンプル


ノズル





リターン


バルブ





チェッキ


バルブ





ポンプ





はい
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